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ＪＡＭＩＴチュートリアル
資料

Ｈ27．7．30
元 富士フイルムメディカル(株)会長

加藤久豊

ＣＲ開発 と 今後の展望

１．写真とは（富士フイルムの創業）

２．ＦCRはどのようにして開発されたか？

３．技術革新(イノベーション)
・・アナログ→デジタル、ハード→ソフトの流れが意味するも

４.今後の展望
・・さて、これから

５．最後に、お伝えしたいこと
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１．写真とは・・・

富士フイルムの創業

富士写真ﾌｲﾙﾑ(株)は、
1934(昭和9年)1月20日
映画用フィルムの国産化を
目的として設立された

1934年(昭和9年)4月
「映画用ポジフイルム 」

を出荷

「時代ノ文化ト大衆生活ニ
密接ナ関係ヲ有スル映画
事業計画ハ今日既ニ世界
的ニ異常ナル発展ヲ遂ゲ
来レルガ文運ノ進歩ト科学ノ
発達ニ伴ヒ斯業将来ノ飛躍
ハ端倪スベカラザルモノアリト
（後略）」

足柄工場事務部

映画用フィルム
製造奨励金交付示達書

富士写真フイルム株式会社
１９３４年 創業
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次に、1936(昭和11年) 
レントゲンフィルムを商品化

1936年(昭和11年)4月に
「レントゲンフイルム」を出荷

足柄工場 フイルム製造工場

1936年

そして、その技術を活かし、カラー写真フィルムを商品化

ハロゲン化銀

銀塩写真の原理

精密化学
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銀塩写真フイルム

精密化学

写ルンです 同時プリント

銀塩写真のプリントシステム

銀塩カメラ

ラボ機器
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写真のデジタル化

デジタルイメージング技術
の台頭

写真撮影のデジタル化

FinePix 1981 (研究開始)
1988 (商品化)ＣＣＤ

ＣＭＯＳ
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世界初のデジタルスチルカメラ
１９８８年、富士フイルム

電子スチルビデオカメラ
ソニー マビカ

Film Camera
Digital Camera

Fujicolor CD

Index Print

Color Print
Frontier 330/350/370/390

多様なデジタル写真サービス
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現在 デジタルカメラ
デジタル電子写真立て

インクジェットプリンター

デジカメ 全盛の時代

銀塩写真フイルムＸ

失われたコア事業

２０００年総需を１００とした場合の指数
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トヨタ自動車

新日本製鉄

富士写真フイルム

Ｘ

Ｘ

Ｘ

デジカメ時代になる前の当時の
(銀塩）写真フイルムの会社

全世界で4社・・・寡占状態

コダック（米国）

アグファ(独国)

コニカ(日本) 

富士フイルム(日本)
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富士フイルム

“第二の創業”

2. ＦCR （Ｆｕｊｉｆｉｌｍ Ｃｏｍｐｕｔｅｄ Ｒａｄｉｏｇｒａｐｈｙ)

はどのようにして開発されたか？

技術史的に、富士フイルム的に
どういう意味があったか？

開発物語を少々・・・

これからが本論・・・
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X線写真法
の

技術進歩

・1895年11月：
Ｘ線の発見(W.C.Rontgen)

・1918年：
二重増感紙/両面乳剤フィルムシステム

・1948年：
Ｘ線蛍光増倍管
(I.I.=イメージインテンシファイア) 

・1970年：
CsI(ヨウ化セシウム)蛍光面を用いたI.I. 

・1973年：
希土類蛍光体を用いた
増感紙／フィルムシステム

１９７１年
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(基礎)要素技術研究
(1975～1978)

・輝尽性蛍光体
（メモリー機能のある蛍光体)
→イメージングプレート

・高精細レーザースキャナー

・デジタル画像処理

「ＦＣＲシステム図」
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メンバーは１０人足らず、開発すべき要素技術は3つ

１）X線を電気信号に変える
蓄積型蛍光板 イメージングプレート

２）診断能と画質に関する品質目標
（診断性能を高める画像処理）

３）イメージングプレートから画像を読みだすスキャナー

要素技術開発推進チーム発足
1975年11月13日

NDX(New Diagnostic X-ray)プロジェクト

1975 （米）マイクロソフト社設立

1976 （米）アップルコンピュータ社設立

1978 東芝 日本語ワードプロセッサー「ＪＷ-０１」発表

1984 （米）アップル Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ発表

1985 富士通 ＦＭ-７７ＡＶ発売

1990 （米）マイクロソフト MS-Ｗｉｎｄｏｗｓ３．０発売
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スケジュール目標

1979年４月に各要素技術をまとめて
実験機による試験品検討会を行う。

その時点で商品化すべきかどうかを判断し、GOなら
1981年４月に商品化プロトタイプの試作検討会を行って

市場導入テストを開始する

要素技術開発 その1

「X線を電気信号に変える
蓄積型蛍光版イメージングプレー

ト」
・X線像を記録して電気信号に変換できるX線検出器

・メモリー機能を持った蛍光スクリーン

・光輝尽性蛍光体を候補とした

↓
輝尽性とは？
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輝尽性発光(1)
(PSL=Photostimulated Luminescence)

情報の書
き込み

時間

Ｘ線発光

Ｘ線残光

ON OFF
Ｘ線照射(一次励起）

発
光

強
度

（情報の保存）

PSL残光

ON OFF

情報の読
み出し

この発光量
が照射した
Ｘ線量に比
例する

輝尽発光(PSL)

光照射(二次励起）

輝尽性発光(2)

Ｘ線遮
蔽物

IP

Ｘ線

照射されたＸ線強度に比例した発光量が得られる

IP

レーザ光

ＰＳＬ（輝尽性発光）
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「X線を電気信号に変える
蓄積型蛍光版イメージングプレート」

大日本塗料(株)(後の化成オプトニクス(株))と共同研究

・蛍光スクリーンとして捨てられたもの(残光の多いスクリーン）を探せ

・添加物は「元素の周期表」から絨毯爆撃

・イメージングプレートの材質
１９７８年発明

バリウムフッ化ハロゲナイト（ユーロピウム付活）

ＢａＦＸ：Ｅｕ２＋ （Ｘ＝Ｂｒ，Ｉ）

種々輝尽性蛍光体の特性比較
蛍光体 二次励起ｽﾍﾟ

ｸﾄﾙﾋﾟｰｸ波長
(nm)

発光ｽﾍﾟｸﾄﾙ

ﾋﾟｰｸ波長
(nm)

発光寿命
（μｓ）

電子/正孔
トラップ

Ba2B5O9Br:Eu ＜500、620 430 1.0 F中心/Eu

BaFCl:Eu 550 385 7.4 F中心/Eu

BaFBr:Eu 600 390 0.8 F中心/Eu

BaFI：Eu 610、660 410 0.6 F中心/Eu

BaFBr0.85I0.15:Eu 630 400 0.7 F中心/Eu

Ba5SiO4Br6:Eu ＜500、610 440 0.7 F中心/Eu

CsI:Na 720 338 0.7 Na0/Vk

CaS:Eu,Sm 1180 630 0.05 Sm/Eu

SrS:Eu,Sm 1020 590 0.05 Sm/Eu

RbBr:Tl 680 360 0.3 F中心/Tl

RbI:Tl 730 420 F中心/Tl

LaOBr:Bi,Tb,Pr 565～650 360 10 ？

SrFBr:Eu 530 390 0.6 F中心/Eu

BaFBr:Ce 600 420 0.06 F中心/Ce

CsBr:Ga 685 515 F中心/Ga
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FCRのイメージングプレート

CR(Computed Radiography)の原理
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要素技術開発 その２

「診断能と画質に関する品質目標
（診断性能を高める画像処理） 」

どの程度の細かさでデジタル化すれば、診断性能が保て
るか？
どのような画像処理が診断性能向上に有用か？

診断画質研究会
(若手放射線医4人によるデジタル画像の評価)

設定した品質目標
５pixel／ｍｍ、８bit／pixel、画像縮小率1/２
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出力画像は２画像出しとし、左
は従来写真に近く、右は画像処
理を強調したもの

初期

マルチ周波数処理、ＩＰの両面読
み取り方式等により画質が大幅
向上し、１画像出しが増加

その後

診断性能を向上させる画像処理

・超低周波数(0.01本/ｍｍ周辺)強調処理

・ＬＯＯＫ ＵＰテーブルによる階調処理

要素技術開発 その３

「イメージングプレートから画像を読みだすスキャナー」

高精細な平面スキャナーの存在しない時代
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イメージングプレートから発光した蛍光を
効率よく光電子増倍管に導く

「アクリル製 集光ガイド」

開発を始めて2年目に、とりあえず
光る蛍光体が出来たので何とか絵を
作って見ようということになりまし
た。暮れも押し詰まった1977年の12
月27日でした。手の骨で作られた撮
影用のモデル（ファントーム）に通
常の100倍ものX線を照射し、ドラム
スキャナを３時間回してやっと初め
て画像が出てきた時は、一同、大感
激でした。また、机上で考えたこの
方式の方向性が正しかったこと、そ

の筋の良さを実感しました。
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スケジュール目標

1979年４月に各要素技術をまとめて
実験機による試験品検討会を行う。

その時点で商品化すべきかどうかを判断し、GOなら
1981年４月に商品化プロトタイプの試作検討会を行って

市場導入テストを開始する

1981年 国際放射線学会で発表
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商品化開発 (1981～1983)

・システム開発
画像読取部、画像処理部、画像記録部

・生産技術開発
イメージングプレート
記録用フイルム

・臨床研究
国立がんセンター
関東逓信病院

１９８１年時点でのプロジェクトメンバー

1983年 初代ＦＣＲ商品化

ＦＣＲ１０１
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事業化 (1983～)

・コストダウン開発、生産合理化

・臨床画像処理研究(ソフト)
商品システム化

・アライアンス(国際展開)

F
C
R

の
進
化
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F
C
R

の
進
化

ＣＲが普通名詞になった

世
界
初
、
日
本
発
の

デ
ジ
タ
ル
の

画
像
診
断
装
置

各種デジタル画像診断装置

ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）

1971年：最初の頭部用ＣＴ(EMI社)

ＭＲＩ核磁気共鳴画像法

1979年：最初の全身用ＮＭＲ装置

電子内視鏡

1983年：CCDを使用した電子内視鏡

超音波診断装置

1980年頃：超音波映像信号のデジタル化
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画像診断･･･技術革新の歴史と今後

まとめ

各種センサー／ディテクター技術の長足の進歩
により、X線写真法も含めて、すべての診断装
置がデジタル化した

では、デジタルになると何かよいことがある？
その本質は何か？

３．技術革新(イノベーション)

アナログ→デジタル
ハード→ソフト

の流れが意味するものを読み解く

画像技術での検証
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イメージングの３大機能

Picture Taking
センサー機能

Picture Making
表示機能

Picture Handling
保存機能

銀塩写真システムではひとつの技術で全ての
機能を具現化している

Picture Taking
センサー機能

Picture Making
表示機能

Picture Handling
保存機能

デジタルイメージング (DI)

Network
digital

ＤＩシステムではそれぞれの機能がばらばらの技
術で実現されている
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� 1983年：FCR101
価格：1.5億円
サイズ：6.54ｍ2

処理能力：45枚/時間

１９８０年代初頭のデジタル技術は
たかが知れていた

１９８５年 国際医用物理学会(フィンランド)
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「ＦＣＲシステム図」

急速なDigital 技術の進化
・・・1桁(10倍)／3年

1000倍／10年
百万倍／20年

↓
Ｄｉｇｉｔａｌ画像(処理)技術の急速な
進歩と価値の変革・多様化

IT革命

M:メガ
G:ギガ
T:テラ
P:ペタ
E:エクタ
Z：ゼタ
Y:ヨタ
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１９８１年

メモリー：１６ＫＢ

２００３年

メモリー：８ＧＢ

メモリーの進歩
１０００倍／１０年
１００万倍／２０年

１９８０年頃

１２インチオープンリール型
磁気ディスク装置

２００３年

Ｓｕｐｅｒ ＤＬＴａｐｅ

３２０ＧＢ ｘ ９個分
＝ 約３ＴＢ

２００６年

Ｓｕｐｅｒ ＤＬＴａｐｅ

１．２ＴＢ／１０ｃｍ角カートリッジ

データストレージの進歩
１０００倍／１０年
１００万倍／２０年
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１９８０年頃

通信用音響カプラ

３００ ｂｐｓ

２００３年

ＮＴＴ Ｂフレッツ
１００ Ｍｂｐｓ

通信の進歩
１０００倍／１０年
１００万倍／２０年

ITの劇的進化は、やれることの“質”を変える

CPUの集積度

３０万倍／３８年

通信速度

３００万倍／３０年

2009年KDDI光ファイバー
30Tbps

メモリーの集積度

１００万倍／３０年

2009年Macbook Pro
4GB RAM

スーパーコンピューターの演算速度

１００万倍／３０年

2005年IBM Blue Gene/L
280.6TFLOPS

1978年Apple II
4KB RAM

1976年 Cray-1
250MFLOPS

1971年 Intel 4004
2,300 Transistors

2008年 Intel Core i7
731M Transistors

1979 Ethernet
10Mbps
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Picture Taking
センサー機能Picture Making

表示機能

Picture Handling
保存機能

Picture Taking
センサー機能

Picture Making
表示機能

Picture Handling
保存機能

Network
Digital

Chemical
Analog

デジタルイメージング の本質

完全移行

ハードはコモディティ化、
ソフト(画像処理)・ＩＴが価値を生む

ソフトウエア・ITによる
画像診断の進化と価値の変革・多様化

� １９８０年代：高画質（画像安定）、高感度（低
被爆）

･･･診断しやすい、材料の特性を生かす

� １９９０年代：高度なディジタル画像処理
･･･CAD、DB活用など

� ２０００年代：ディジタルオープンシステムとし
ての価値･･･PACS、ネットワーク

� これから：ビックデータ、モバイル、臨床知・・・
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ＦＣＲ発表を伝える新聞記事

日本経済新聞
1982年（昭和57年）3月

１９８０年代

Ｘ線量変化に対する画像

ＲＳ200
相対線量：１

ＲＳ800
相対線量：１/4

ＲＳ12800
相対線量：１/64

１９８０年代
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原画像（支援情報なし） マ ーキング画像 マーキング＋拡大強調ROI画
像 左右乳房画像 黒枠：腫瘤陰影候補 白枠：石灰化クラスター候補

 

CAD（コンピューター診断支援）システム

乳がん陰影解析ソフトウエアにより腫瘤陰影候補と石灰化クラスタ候補を検出し、マンモグラフィ
ー画像上にマーキングすると共に、候補陰影ROIの画像を拡大強調処理し表示します。乳がんが疑
われる陰影の検出特に石灰化クラスタ候補の見落とし防止に効果を発揮します。
現在、全国9箇所の病院でトライアル実施中。

１９９０年代

≪特徴≫
－全ての情報端末（約1,500台）がPACS端末
－院内全てでオリジナル画像を運用

HIS

放射線読影室

CT CR 治療WS

F-RIS
F-Report

骨塩定量 RI PET/CT

CT DR CR

Synapse

6TB

SAN
F
C
F
C

CT MRI 3D-WS

ﾃﾞｼﾞﾀｲｻﾞXA/CTCR DR

診 断

放射線治療

核医学

救 急

ＸＡ

放射線医学教室 主任教授

杉本 英治 先生

自治医科大学附属病院
（1000床越える超大病院）

完全フイルムレス運用

ＰＡＣＳ
Picture Archiving & Communication System

２０００年以降
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画像診断の歴史（まとめ)

1885年 レントゲン博士X線発見
1930年代～ 現在のＸ線写真

（銀塩写真)

1983年 ＦＣＲ
Ｆｕｊｉ Ｃｏｍｐｕｔｅｄ Ｒａｄｉｏｇｒａｐｈｙ
日本のオリジナル技術
→ＣＲ／ＤＲとして発展

1970年代～ ＣＴ

1980年代～ ＭＲＩ

1970～80年代に画像診断装置はデジタル化
医療用写真プリンターでフイルムにプリントして診断

医療用ｲメージャー
(デジタルプリンター)

２１世紀に入ってＰＡＣＳの普及が始まる
サーバーに画像を保存、モニターで診断
フイルムレス化

医療ＩＴによる
イノベーションの時代

①

②

③

1970～80年代に画像診断装置はデジタル化

④

フィルム供給量とＰＡＣＳの導入
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運用型ＰＡＣＳ
（Ｓｙｎａｐａｓｅ）

発売

フィルムはＨ１７を
ピークに減少

一般（単純・マンモ）撮影
の電子画像管理加算

医療用
フイルム

ＰＡＣＳ

ＩＴ化

医療用フイルム

２０００年 ２００５年
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さて、これから・・・

４．今後の展望

デジタル化・ＩＴ化によるパラダイムシフト

① センサー機能
② 表示機能
③ 保存機能

紙カルテ

① 記入機能
② 表示機能
③ 保存機能

画像診断/X線フイルム

DR/CR CT/MRI 内視鏡 超音波

モニター

ハードディスク

マウス・キーボード

①センサー機能

②表示機能

③保存機能

①記入機能

デジタルモダリティ

④インテリジェント・サポート（人工知能的機能）

⑤ネットワーク機能 ⑥データベース機能

新たな
機能！

ソフトウエアによる付加特性

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

機
能

分
化
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ITの特性と機能

検査データ、蓄積された診療情報を選択・
分析・加工し有効な情報を提供することに
より、医療従事者の知識や経験を補い、精
度の高い診療を効率的に行えるよう支援
する。

インテリジェント
サポート

ネットワーク
機能

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
機能

診療情報を長期間、漏れなく、正確に検索
可能な状態で維持し、常時に利用者（イン
テリジェントサポート）が必要とする情報を
提供可能にする。

診療情報交換・共有化や機能の提供を施
設内、地域内において可能にする。

医療においてはリアルタイム性、同報性と
共に、セキュリティの確保が非常に重要。

機
能

の
複

合
化

特
性 進化がとてつもなく早い

In
fo

rm
at

io
n 

Te
ch

no
lo

gy

放射線科医向け機能

診断�治療に直結する機能の需要が高まる

マルチモダリティフュージョン
大腸解析
パフュージョン解析
肺解析
心機能解析

…

腹部外科向け：肝臓手術シミュレーション
心臓外科向け：心臓カテ連動の冠動脈解析
臨床科向け：内臓脂肪解析
整形外科向け；骨盤置換シミュレーション
・・・

多様な診療科に適用拡大

「３Ｄワークステーション」
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肺がんの類似症例を瞬時に検索
表示された画像から参考としたい症例を選択し、
検査画像と比較しながら画像診断を行うことができます

検査画像検査画像

２位

３位

1位

選択された類似症例の読影レポート

検索結果

選択

選択された

類似症例

「類似症例検索システム」

72

システム基本構成i-Stroke Server

VPN Router

VPN

３Ｇ 無線LAN

・CT
・MRI
・XA

PACS

無線LAN

〈病院外〉
〈病院内〉

モダリティ

ｉ-Ｓｔｒｏｋｅ(商品名)を活用した救急医療

「遠隔画像診断治療補助システム」
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デジタルイメージングの本質

Picture Taking
センサー機能

Picture Making
表示機能

Picture Handling
保存機能

Network
digital

ハードはコモディティ化、ソフト(画像
処理)、ＩＴが付加価値を生む

５．最後に・・・
お伝えしたいこと
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富士フイルム

① なぜ「第２の創業」ができたか？

富士写真フイルム

本社の移転
企業理念の再定義

【新たな挑戦の中から、次の種を生み出す】

コア事業の中にこそ、次の事業の種がある。

新規事業

コア事業

富士フイルム「第二の創業」
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写真で培ったコア技術

画像技術
デジタル時代でも通用する・・・

機能性材料技術
感光材料以外でも通用する・・・

写真で培ったコア技術

画像技術
デジタル時代でも通用する・・・

機能性材料技術
感光材料以外でも通用する・・・
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写真で培ったコア技術

画像技術
フイルム時代から培ってきた「診断画像
をお客様にお届けする技術やノウハウ」
がデジタル時代（ＩＴ・ソフト）でも認めら
れた・・・

画像診断の歴史（まとめ)

1885年 レントゲン博士X線発見
1930年代～ 現在のＸ線写真

（銀塩写真)

1983年 ＦＣＲ
Ｆｕｊｉ Ｃｏｍｐｕｔｅｄ Ｒａｄｉｏｇｒａｐｈｙ
日本のオリジナル技術
→ＣＲ／ＤＲとして発展

1970年代～ ＣＴ

1980年代～ ＭＲＩ

1970～80年代に画像診断装置はデジタル化
医療用写真プリンターでフイルムにプリントして診断

医療用ｲメージャー
(デジタルプリンター)

２１世紀に入ってＰＡＣＳの普及が始まる
サーバーに画像を保存、モニターで診断
フイルムレス化

医療ＩＴによる
イノベーションの時代

①

②

③

1970～80年代に画像診断装置はデジタル化

④
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総合ヘルスケアカンパニーへの展開

機能性食品

メタバリア

事業
拡大

オキシバリア

空間清浄機

スキンケア化粧品

アスタリフト

KPD1000

ヘルスケア

予防 診断
内視鏡

診断
X線画像診断

（FCR・フイルム）

医薬品開発・販売
富士フイルムファーマ
（２００9年１１月～）

血液検査
システム 放射性診断薬

ＰＡＣＳ

治療

低分子新薬品

医療用医薬品

富山化学
（２００８年３月～）

放射性医薬品

富士フイルムRIファーマ
（２００６年１０月～）

医薬品原薬・中間体

富士フイルム
ファインケミカルズ
（２００６年１月～）

事業
拡大

医薬品

抗体医薬探索

ペルセウスプロテオミクス
（２００８年12月～）

医薬品開発・販売
富士フイルムファーマ
（２００9年１１月～）

富士フイルム「第二の創業」

② なぜ、このようなイノベーショ
ン（ＦＣＲ）ができたか？
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ＦCRの誕生：歴史

� 1971年：研究構想

� 1975年：基礎研究着手

� 1979年：機能試作機開発

� 1981年：臨床試験、技術発表

� 1983年：FCR101商品化

１９７１年

＜時代背景＞
1975 （米）マイクロソフト社設立
1976 （米）アップルコンピュータ社設立
1978 東芝 日本語ワードプロセッサー「ＪＷ-０１」発表
1984 （米）アップル Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ発表
1990 （米）マイクロソフト MS-Ｗｉｎｄｏｗｓ３．０発売

・先見性のあるリーダー

・好奇心旺盛な若い技術者

・３割自治(Ｒ＆Ｄ）の社風
・仕事のなくなった技術集団

・運（も実力のうち…)

だが、最も大切なことは

・代替技術に対する危機感・恐怖感
・現在技術に対するおごり、甘えの払拭
・あくなきイノベーションの追求

『イノベーションのジレンマ』 Clayton Christensen

『種の起源・・・最も変化に対応できるものが生き残る』 Charles Darwin

なぜ、ＦＣＲのイノベーションができたか？
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チャールズ ダーウィン（“種の起源”の著者）

最も強いものや最も賢いもの
が生き残るのではない。
最も変化に対応できるものが
生き残る。

・キャリアに勝ち負けはない

・自らの動機を知り、動機に結びついたｺﾝﾋﾟﾀﾝｼｰを
強化していくことが重要

・生涯勉強 （技術の進歩は早い）

大切なこと

完
ご清聴を感謝します
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87

手元資料

ＪＡＭＩＴチユートリアル

タイトル「ＣＲ開発と今後の展望」

19世紀に発明された「銀塩写真」は化学技術の粋を集めた卓越したプロダクトであるが、エ
レクトロニクスの進歩、さらにはデジタル化・ＩＴ化の進展に伴い、「デジタル写真」にシ
フトしてきた。

演者は富士フイルムにあって、銀塩のＸ線写真フイルムの生産技術開発からスタートし、一
貫して医療分野、特に画像診断分野に携わってきた。Ｘ線写真のデジタル化はコンピュータ
黎明期の1971年(AppleもWindowsもない時代です)にその方向性が社内で検討された。1975年
にプロジェクトを立ち上げて要素技術研究を推進し、1981年に基本技術を完成した。製品と
なって世に出るのは2年後の1983年である。

富士フイルムは写真フイルムがなくなるという会社存亡の危機を乗り越えて「第二の創業」
を成し遂げたが、その原点ともなるのがデジタルＸ線写真「ＣＲ」である。本チユートリア
ルでは、ＣＲの歴史をレビューし、ＣＲがもたらしたインパクト、およびその社会的、技術
的意義と今後の展望を俯瞰する。

チュートリアル
テーマ：ディジタルラジオグラフィ（DR）の黎明期から未来

講演：（講演名は仮題）
１．CR開発とさらなる可能性 加藤久豊 先生 元富士フィルム（株）

２．FPD誕生とその後の展開 井上仁司 先生（株）キヤノン
３．DRの臨床技術 船橋正夫 先生 大阪府立急性期・総合医療センター

４．DRの医学的意義 佐々木康夫 先生 岩手県立中央病院
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自己紹介
1969年：富士フイルム入社

Ⅹ線フイルム工場建設

1975年：足柄研究所
「Ｘ写真のデジタル化」

要素研究開始

2000年：宮台技術開発センター所長

2005年：メディカルシステム事業部長
兼 富士フイルムメディカル社長

2009年：富士フイルムメディカル会長

１．企業経営のケーススタディとして話す・・・ぜひ皆様方の参考にしてほしい

２．富士フイルム・・・銀塩写真会社として発足、その銀塩がなくなって会社存亡の危機、第二の創業
どう乗り越えてきたか、その具体論を私が経験し、一般写真材料(ネガ、プリントなど)、印刷用写真材料と並ぶ三大銀
塩材料の一つであるＸ線フイルムをケースとして解説する

３．ＦＣＲ・・・研究の始まり、長期計画、要素研究計画、3つの重要要素研究とそのユニークな進め方
驚きは当初計画通りの技術が出来たこと

４．ＦＣＲ＝デジタル機器の持つ本質・・・ＩＴ革命の流れに沿て そしてこれから…

５．なぜ化学会社富士フイルムにそんなことができたか？？
・危機感
・コアー技術のとらえ方

６．ＦＩＮＤＩＮＧＳ、まとめ
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医療における写真は
レントゲンフイルムを用いた

Ｘ線写真から始まった

では、富士フイルムの
Ｘ線写真フイルム(医療用フイルム)

はどうなったの？

（デジカメと同じ運命？）

� 1983年：FCR101
価格：1.5億円
サイズ：6.54ｍ2

処理能力：45枚/時間

１９８０年代初頭に
Ｘ線写真がデジタル化

富士フイルムが世界に先駆けて
独自に研究・開発・商品化
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ＦCRの誕生：歴史

� 1971年：研究構想

� 1975年：要素研究着手

� 輝尽性蛍光体と画像処理

� 1979年：機能試作機開発

� 1981年：臨床試験、技術発表（ICR)

� 1983年：FCR101商品化

若き日の私

診断領域事業の歴史
ＸレイFILM drywet1936

内視鏡1971

直接変換方式
FPD2007

デジタルＸ線画像診断システム
（FCR)

1981

1984 血液診断システム(ドライケム)

イメージャー1989

医用画像情報システム(ＳＹＮＡＰＳＥ）1999 

2006 超音波画像診断装置

放射性診断薬2006

1934

創業

富士フイルムは画像診断のデ
ジタル化・ＩＴ(情報技術)化に向
けて積極的に投資し、着実に
変革してきた

2009 間接変換方式
FPD
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メディカル事業の更なる展開

形態画像診断から機能画像診断へ拡大
ネットワークで連携ソリューション

「柳田邦男」
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医療における薬・機器・ITの違い

機序・原理

生体との関係

処方・利用形態

安全対策

使用期限

産業構造

医薬品 医療機器 医療ITソフト

化学反応に基づいた薬理作用・
免疫学的作用・代謝作用を使用

物理学・物理化学の性質・形状
を利用

計算機アーキテクチャ（数学モ
デル）により規定される命令コー
ド体系に従う

・生体の反応と変化

・人体への影響は吸収、分布、
代謝及び排泄など総合的

・生体への侵襲、検査・代行・補
助、エネルギーによる生体反応

・人体への影響は主に部位別で
あり限定的

直接生体に作用することはない

・使用方法は限定的
・混合注入、多剤併用がある

・使用方法は機器毎に多種多様
・接続、組み合わせが多様

・使用方法はソフト毎に多種多様
・ソフトと機器の組合せが複雑

医薬品が原薬とその製剤化（錠
剤や注射剤）であるゆえ、サンプ
リング手法が有用

部品とその接着・溶着、接続、組
立により物理的に形状を有する
ため、製造工程の品質保証方
法が製品毎に異なる

ソフトでは、設計工程と製造工
程が複合化しており、これに対
応した品質保証体系が必要

使用期限が過ぎれば廃棄 有効期限や使用期限はあるが、
メンテナンスと中古品が存在す
る

ソフトウエア単独では劣化しな
いが、稼動上必須となるハード
ウエアに依存する

研究投資・装置産業 加工組立て産業 知的労働集約型産業

(今)

医療は社会コスト
少ないほど良い

(これから)

医療は
国を支える産業

社会システムも含めて

発想の転換が必要


